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戦略人材パイロットプログラムの全体スケジュール



令和6年度パイロットプロジェクトの構想

• 令和６年度においては、実際に教育プログラムの組成及び検証を行うほか、ターゲットとなる
層の探索、正規課程への引き込みに向けた調査、自走に向けて必要な検討を実施

【実施想定内容】
⚫ 受講者ニーズの把握、ターゲット層の探索
－当該委員会関係者等にあたり、受講見込みのあるターゲットを探索。

⚫ プログラムの組成及び実施、検証。実施に向けた講師の探索・連携等体制の検討
－プログラムの組成し（エッセンスを絞ったもの）、試行する。その際、アンケート調査を取り、
 更なるブラッシュアップ等検討を行う。また、大学や外部機関との連携も図る。

⚫ 自走に向けた議論・ビジネスモデルの構築
－自走に向けて必要な予算感、必要な連携先等必要な事項を抽出・検討。

⚫ 正規課程への引き込みに向けた検討
－継続的なプログラムとするために、正規課程との連動を検討。
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スケジュール想定（パイロット時のスケジュール）

11月10月

講義項目
決定

12月9月

募集修了
受講生の決定

9月1w

6月

受講希望者へ
の告知

受講修了

11月1w10月1w

講義開始
6w連続

受講生の
募集開始

8月1w

7月 8月

7月1w

（年度の事情により変更がある可能性がある）

フォローアップ

報告書作成
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講師のアサイン状況及び進め方





プログラムの実施想定

◼ 講義①…国際関係論・制度論
・日本の法規制と欧米の法規制（適合性評価の観点も含めて）/日本における社会規範（規制、規格等）と企業活動
・法規制と任意規格との関係/国際地政学

◼ 講義②…経営戦略/組織論
・経営戦略論/経営組織論

◼ 講義③…会計（無形資産経営）
・会計/開示（企業価値に知財（無形資産）/標準化（企業間関係/業界活動）を入れ込むための考えていくための素養。
特にIR開示や投資家との対話）

◼ 講義④・・・知財・標準
・知財面でのオープン＆クローズ、標準化面でのオープン＆クローズ
・標準の活用/企業法との関連

◼ 講義⑤・・・知財標準（ケース事例）
・オープンクローズ戦略のビジネス実例

◼ 講義⑥・・・規格形成・認証
・規格作成/認証ビジネス戦略/適合性評価

筑大企法学G
+外部講師

筑大経営学G
+外部講師

筑大経営学G
+外部講師

日本弁理士会等
外部講師

外部講師

実務経験者等
外部講師

必要となる講師の想定

• ニーズ等の調査を踏まえつつパイロットで実施するプログラムの組成・検証するが、現状赤字部分の講義からプロ
グラムを組成し、検証を実施する予定。
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現在①−⑥の世話人教員+講師の手配中
①②③④についてほぼ決定

⑤⑥について交渉中



受講者確保に向けた取組予定（つくばツインスパークの取組含む）
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標準化人材の教育と活躍のイメージ

標準化人材の
輩出

投資家の評価

企業のCTO下の
スタッフ①企業の

自己投資パス

教育プログラム 教育プログラム

技術開発支援プロジェクト

②産業政策パス

エクスパート

業界団体

企業内での
標準化活動のトリガー

IR担当

（大学） （大学）

標準化人材の
輩出

受講生の人材イメージ
①企業の中のCTOのスタッフ
②産業政策の中のPM



標準化人材（中核と応用）を考慮した人材育成

無形資産による
価値創造プロセス

事業・R&D

企業サポート

経営管理
CEO・CTO

本社スタッフ
IRスタッフ

事業開発人材

弁理士 弁護士

コンサルタント

投資
機関投資家

銀行

標準化人材

技術企画

官（インフラ）

各省内の産業育成プロ
国プロ

戦略知財

（コンサル能力を持った人）

＜大学のコースでの人材育成のイメージ＞




